
☆天文の基礎知識 天体望遠鏡で何等星まで見えるか

前に、天体望遠鏡の筒の前や後ろの方に使われているレンズや鏡が大きければ大きいほど、

天体からの光を多く集めることができるので、天体がより明るく見えると書きました。

視力が1・0か1・2くらいの人が、望遠鏡を使わないで見える星は6等星くらいまでだと言われます。

では、望遠鏡を使えば何等星まで見えるのか。それは、もちろん集光のために望遠鏡に使用されて

いるレンズや鏡の大きさ(面積)によってちがいます。そして、普通、レンズや鏡は円形でその面積

は半径や直 径の長さによって決まり、その望遠鏡を使用して見える最も暗い星の等級をその望遠鏡

の極限等級(又は限界等級)と言います。

そのレンズや鏡の直径と極限等級との関係

は、ある数式で表すことができますが、それは高

校で学習するので、ここでは、その数式を使っ

て求めた値を右のグラフで示します。

望遠鏡のレンズの直径(「○○c mの望遠鏡」

と言うときのその数字)をグラフの下の数字

から選び、そこからまっすぐ上に進んで、グラフ

とぶつかったら左にまっすぐ進み、縦に書かれている数字を求めればそれがその望遠鏡の極限等級です。

例えば、直径(口径とも言う)10cmの望遠鏡を使った場合の極限等級は約11.8等ということになります。

★星空たんけん

《冬のダイヤモンドをさがそう〉

冬の夜空は空の明るい町中でも星がいがいに

よく見え、一年中で一番美しい星のきらめきに

出会えて、思わず見とれてしまいます。

右の図は2月中ころの午後7時の南の空です

が、 7個も1等星がにぎやかにせいぞろいして

います。オリオン座のベテルギウスをかこむよ

うに6っつの星が並んでいて6角形ができます。

これが「冬のダイヤモンド」です。さらに、お

うし座には0. 1等の地球から遠ざかりつつあ

る火星も赤くかがやいていてたいへん豪華です。

また、ベテルギウスからリゲル、シリウス、

プロキオン、ポルックス、カペラ、アルデバランの順にむすぶと、夜空にでっかい「の」の字をえがく

ことができます。これらの星の並びは春まで楽しむことができますので、晩に暗くなったらぜひ毎月
かんさつ きせつ

観察を続けてみてくださいね。ダイヤモンドが西にかたむくころになると季節はもう春です。


